
リー・クアンユーとシンガポール、そしてマレーシア

黄蘊（関西学院大学）

　去る2015年３月23日にシンガポール建国の父とい
われるリー・クアンユー（李光耀）が91歳の生涯を閉
じ、一つの時代もとうとう終わりを告げようとしてい
る。リー氏の死に伴い、連日リー・クアンユーの功績
や、今後のシンガポールの行方を占う論評が相次ぎ出
され紙面をにぎわせている。そのうち、シンガポール
の新聞、テレビ各社は最も多くの報道、論評を発信し
ているが、その次が隣国のマレーシアで、さらに中国
の紙面もリー・クアンユー関連の報道を多く掲載して
いる。このような熱度からも、上記の国々とリー・ク
アンユー、シンガポールとの関係性の深さをうかがい
知ることができる。
　英領植民地からの自治領としての独立（1959年）、
マレーシア連邦への加入（63年）、シンガポール独立
（65年）、その後の諸立国政策制定の諸々はリー・クア
ンユーの人生物語そのものともいえ、氏の人生とシン
ガポールという国の誕生、成長とは切り離せないほど
融合している。一方、リー・クアンユーは90年に首相
を引退したものの、顧問相として政権内に居続けた。
息子で現首相のリー・シェンロン氏は2004年より第３
代首相を務めるなど、管理政治という政治文化を築い
てきた「リー王朝」は批判にもさらされている。シン
ガポールは中国語では「新加坡」と漢字表記されるが、
「李家坡」とも揶揄されているほどである。
　しかし、いずれにせよ、マレーシア連邦より追い出
されるかたちで余儀なく独立の道を歩み始めたシンガ
ポールが、危機意識のなかで無資源の小国から先進国
まで成長した軌跡に、リー・クアンユーの卓越した指
導力、その政策的叡智の光がしっかりと刻まれており、
功績は否定できないものといえよう。
　リー・クアンユーの政策の中で最も重要なものの一
つにバイリンガル、バイカルチャー政策がある。その
根底には純粋な西洋的な価値観でもなく、また東洋的
な世界観、言語のみに依拠するわけでもないという哲
学がある。結果として今日のシンガポール人の多くは
２つか３つの言語を同時に武器にし、世界に通用する
人材がたくさん輩出されている一方、どちらもしっか
りとできておらず地に足がついていない人が少なから
ずいるのも事実である。言語的多様性と同時に、シン
ガポールはマレーシアと同じく華人、マレー人、イン
ド人という多民族性を有しており、それが媒介となっ
て多様な人材が集められることで今日のシンガポール
の栄光が築かれてきたと言っても過言ではない。

　その中で、シンガポールの華人とマレーシア華人、
また近隣諸国の華人との関係性は最も深く、シンガポ
ールが東南アジアの華人の「首都」、ハブともなるよう
な状況は見逃せないであろう。リー・クアンユー自身
も父祖の世代からずっとシンガポールで生活している
わけではなく、父親は今日のマレーシアで生まれ、イ
ポー、マラッカで生活したのち、リーの祖父とともに
マラッカからシンガポールに渡ってきた。リー・クア
ンユーの夫人である故柯玉芝氏（Kwa Geok Choo）は移
民四代目のインドネシア華人で、小さい頃より教育を
受けるため父親にインドネシアからシンガポールに送
り込まれ、そこでリー・クアンユーと出会った。今日
でも、東マレーシアのサバ、サラワク、マレー半島や
インドネシアの華人住民たちは教育の機会、よりよい
就職のチャンスを求めてシンガポールに渡る人が後を
絶たない。医療などの関係で定期的にシンガポールを
訪れる各国華人の姿もよくみる風景だ。
　もっともマレーシアの政治家をはじめ国民は、かね
てより隣国のシンガポールに対して複雑な感情を抱い
ている。エスニック政治に苦しむマレーシア華人はさ
らに幾重の感情を持つとみられる。その中で、羨望、
妬みに近い感情が入り混じっているが、共通の植民地
時代の歴史、近い社会状況に由来する心理的親近感が
両国の華人にあることは否めない事実といえよう。リ
ー・クアンユーの逝去をめぐるマレーシア華字紙の論
調、読者のコメントからは、国内のエスニック政治に
対する失望、シンガポールにその希望を託す心情がは
っきりと読み取れるものである。
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